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第三世代静止衛星群による太陽放射及び太陽光発電出力の準リアルタイム

解析と短時間予測手法の開発 -AMATERASS GISによる太陽光発電出力の

把握から人間活動に基づくエネルギー需要推定への新アプローチ-

Nowcast and Short-Term Forecast of Solar Radiation and Photovoltaic

Power using 3rd generation Geostationary Satellites -AMATERASS GIS

PV power monitering and estimation of energy demand based on
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　地球は太陽放射を受けて温まる一方で、その温度に伴う熱エネルギーを赤外放射として宇宙に射出してい

る。これらの加熱と冷却の効果により地球は我々人類が生存しうる環境に保たれている。雲は太陽放射の反射

と地球放射の吸収再放射により冷却と保温の効果を発揮するが水循環などの地球大気系の他要素と密接に結び

付けられているためその効果の評価は難しい。また、エアロゾルも太陽放射の吸収と反射の効果を持ち、さら

に雲の凝結核となることから地球の放射収支に大きな影響力を持つ。従って地球の気候をより良く知るために

放射収支を観測に基づいて精度良く得ることは重要な要素である。また近年では再生可能エネルギーにおける

太陽光発電の積極利用について議論されている。気象現象によって時々刻々と変化する太陽光発電出力を電力

網に取り入れ活用していくためには地上に到達する太陽放射エネルギーを精度良く得る技術が不可欠であ

る。我々は衛星観測データから高速高精度に太陽放射収支を推定する手法と短時間の予測を行うアルゴリズム

を開発した。このアルゴリズムを静止衛星に適用することで時々刻々と変化する日射量と太陽光発電出力をモ

ニタリングする事が可能である。また、我々は新たなアルゴリズムのアップデートを実行している。新しい高

速な放射計算ソルバーは最新のリモートセンシング・アルゴリズムを加速させる。本発表ではアルゴリズムの

概説からユーザーインターフェースとなるAMATERASS GIS、そしてそれらの応用となる太陽光発電出力の把

握と人間活動に基づくエネルギー需要へのアプローチについて解説する。（本研究はCREST/EMS/JSTのサ

ポートを受けて行われている。）
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